
吹
田
市
立
第
一
中
学
校
の
創
立
と

在
学
三
年
間
の
想
い
出

十
八
回
生

寺
津

美
代
子

.~ 

教
育
制
度
の
変
遷
が
人
々
の

進
路
や
そ
の
後
の
生
活
に
、
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
が
、
と
り
わ

け
、
戦
後
に
導
入
さ
れ
た
六
・

三

・
三
制
の
あ
ま
り
に
急
な
実

施
は
、
最
も
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
国
民
学
校
に
入
学
し
、
国
民
学
校

よ
り
卒
業
し
た
唯

一
の
学
年

(
一
年
生
の
十
二
月
に
開
戦
、
五

年
生
の
八
月
に
終
戦
)
で
あ
っ
た
我
々
十
八
回
生
も
、
否
応
無

し
に
教
育
制
度
の
変
遷
に
よ
る
荒
波
を
受
け
て
過
ご
す
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
吹
田
第

一
中
学
校
開
校
前
後
の
事
情
や
、

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
不
自
由
な
環
境
の
中
で
過
ご
し

な
が
ら
も
、
吹
田
一
中
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
三
年
間

か
く
、
子
供
達
に
学
習
習
慣
を
付
け
て
お
か
ね
ば
と
い
う
和
田

先
生
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
指
導
だ
っ
た
。

一
方
私
達
の

方
は
、
勉
強
と
い
う
よ
り
友
達
と
会
え
る
機
会
を
楽
し
ん
で
い

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
発
音
練
習
し
た
ラ
・

メ
ゾ
!
ン
、
ラ
・
タ
l
プ
ル
な
ど
の
発
音
は
、
今
で
も
不
思
議

と
し
っ
か
り
頭
に
残
っ
て
い
る
。

今
思
い
返
し
て
見
て
、
当
時
、
自
主
学
習
の
こ
と
が
、
ど
の

よ
う
に
連
絡
さ
れ
、
生
徒
が
集
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

多
分
口
コ
ミ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
口
コ
ミ
で
母
親
達

に
情
報
が
伝
わ
り
、
子
供
達
が
集
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
い
か

に
も
千
里
山
ら
し
い
出
来
事
だ
っ
た
と
思
う
。
先
の
見
え
な
い

不
安
定
な

一
時
期
に
、
貴
重
な
思
い
出
を
下
さ
っ
た
和
田
先
生

の
熱
意
と
ご
指
導
に
感
謝
の
念
を
新
た
に
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
和
田
先
生
は
、
吹
田
第

一
中
学
校
の
開
校
後
、
短
期
間
(
S

2
2
・
5
・
1
0
1
2
3
・
4
・
3
0
)
だ
っ
た
が
、
講
師
を

勤
め
ら
れ
た
。

吹
田
市
立
第
一
中
学
校
の
開
校

吹
田
市
立
教
育
研
究
所
、
研
究
紀
要
第
4
5
号
に
『
中
学
校

の
日
々
を
振
り
返
っ
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
う
。

千
里
山
会
館
で
の
自
主
学
習

昭
和
二
十
二
年
三
月
に
国
民
学
校
を
卒
業
し
た
我
々
は
、

六
・

三
制
の
実
施
に
伴
っ
て
、
期
待
し
て
い
た
従
来
の
中
学
校

や
女
学
校
へ
の
進
学
が
不
可
能
に
な
っ
た
上
、
新
制
中
学
発
足

の
準
備
が
整
わ
ず
、
い
つ
開
校
さ
れ
る
の
か
分
ら
な
い
ま
ま
自

宅
待
機
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
か
ね
て
、
千
里
山
会
館
で
の
自
主
学

習
の
指
導
を
始
め
ら
れ
た
の
が
、
同
期
生
和
田
猛
郎
さ
ん
の
父

上
で
当
時
の
大
阪
外
事
専
門
学
校
(
大
阪
外
大
を
経
て

8
2

年
大
阪
大
学
に
統
合
)
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
教
授
の
和
田
誠
三
郎

先
生
で
あ
っ
た
。
新
生
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
べ
き
子
供
達
が

ぶ
ら
ぶ
ら
と
無
為
に
過
ご
し
て
い
る
状
況
を
憂
い
、
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
思
わ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
畳
敷
き
の
広
聞
に
机
を

並
べ
た
い
わ
ゆ
る
寺
小
屋
式
教
室
で
、
私
達
は
英
語
よ
り
先
に

フ
ラ
ン
ス
語
に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
制
中
学
開
校
ま
で

の
十
日
間
程
だ
っ
た
と
思
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
か
ら
簡
単
な
単
語
の
発
音
を
繰
り
返
し
練
習
し
た
。
と
に
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校
舎
・
教
具
・
教
材
・
消
耗
品
、
そ
し
て
教
員
な
ど
の
確
保
の

目
安
も
全
く
な
く
文
字
通
り
「
何
も
な
い
中
か
ら
の
出
発
」
で

あ
っ
た
』
(
以
後
己
肉
の
文
書
は
、
前
述
の
研
究
紀
要
4
5
号

よ
り
の
転
蟻
)
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
六
・

三
・
三
制
の

実
施
は
、

G
-
H
-
Q
(連
合
国
軍
総
司
令
部
)
の
方
針
と
は

言
え
、
市
町
村
の
財
政
難
か
ら
困
難
を
極
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
中
学
校
は
独
立
校
舎
を
理
想
と
し
、
そ
の
設
置
義
務
は
市

町
村
に
あ
る
。
』
(
昭
和
二
十
二
年

一
月
閣
議
決
定
)
と
い
う
国

の
方
針
の
実
現
に
は
程
遠
く
、
吹
田
市
で
は
、
『
当
面
、
小
学
校

の
空
き
教
室
を
活
用
す
る

方
策
に
よ
り
第

一
中
学
校
・

第
二
中
学
校
・
第
三
中
学
校

を
小
学
校
内
に
併
置
し
仮
校

舎
と
し
て
四
月

一
日
に
創
立

し
た
。』
同
月
二
十
二
日
に
、

吹
田
第

一
小
学
校
講
堂
に
お

い
て
三
校
合
同
の
開
校
式
が

行
わ
れ
、
同
日
を
創
立
記
念

日
と
し
て
吹
田
第

一
中
学
校

も
発
足
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
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吹
田
一
中
第
一
学
年
の
日
々

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
の
開
校
式
の
あ
と
、
二
十
八

日
か
ら
吹
田
第
一
小
学
校
内
西
側
の
木
造
二
階
建
て
校
舎
で
授

業
が
始
ま
り
、
我
々
は
、
千
里
山
か
ら
当
時
の
千
里
山
線
吹
田

駅
ま
で
電
車
通
学
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

学
内
は
二
学
年
か
ら
成
り
、
『
第
二
学
年
は
二
学
級
編
成
で
天

道
高
等
小
学
校
第
一
学
年
修
了
者
の
一
部
と
豊
津
尋
常
高
等
小

学
校
高
等
科
第
一
学
年
終
了
者
』
で
あ
っ
た
。
我
々
の
学
年
は
、

六
・
三
・
三
制
の
も
と
で
新
制
中
学
校
に
最
初
に
入
学
し
た
学

年
で
あ
っ
た
が
、

二
回
生
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
学
年
に

編
入
さ
れ
て
い
た
方
々
が
、
第

一
回
卒
業
生
と
な
り
、
我
々
の

学
年
は
第
二
回
卒
業
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
一
学
年
は
、
千
二
小
・
吹
二
小
・
豊
津
小
の
卒
業
生
か
ら

成
る
五
学
級
編
成
だ
っ
た
。
小
学
校
に
同
居
の
仮
校
舎
に
入
っ

て
、
我
々
中
学
生
は
肩
身
の
狭
い
思
い
だ
っ
た
が
、
小
学
校
側

も
運
動
場
の
使
用
の
面
な
ど
で
不
便
な
思
い
を
さ
れ
て
い
た
こ

と
と
思
う
。

新
し
い
教
育
制
度
の
急
な
実
施
の
た
め
、
全
国
的
に
教
員
が

不
足
し
、
教
員
の
確
保
も
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
初
代
校

本
校
と
分
校
に
分
か
れ
た
二
年
生
の
日
々

『
翌
二
十
三
年
三
月
、
高
等
小
学
校
と
し
て
終
了
し
た
二
年

生
に
つ
い
て
は
卒
業
と
な
り
、
四
月
に
新
に
新
入
生
四
八
O
名

(
七
学
級
)
を
む
か
え
、
教
室
不
足
の
た
め
第
三
小
学
校
に
更

に
分
教
場
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
』
当
然
学
年
ご
と
に
分

か
れ
る
と
の
予
測
に
反
し
て
、
新
二
年
生
で
は
、
二
学
級
が
分

校
へ
、

三
学
級
が
本
校
に
残
る
こ
と
が
決
ま
り
、
私
は
分
校
へ

通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ど
う
し
て
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
た
の
か
、
当
時
初
代
の

P

T
A
会
長
を
務
め
て
い
た
父
(
久
野
陸
こ
が
「
学
年
ご
と
の

配
置
で
は
生
徒
の
社
会
性
が
養
え
な
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

年
を
分
割
・
配
置
す
べ
し
」
と
い
う
G
・
H
・
Q
の
指
導
方
針

に
よ
る
決
定
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
と
話
し
て
い
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

先
生
方
も
、
本
校
・
分
校
勤
務
と
別
れ
た
結
果
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
職
員
会
議
の
開
催
や
各
種
の
連
絡
上
の
不
便
さ
を

経
験
さ
れ
た
と
思
う
が
、
生
徒
の
側
で
も
、
学
年
と
し
て
の

一

体
感
に
欠
け
た
の
は
事
実
で
、
未
だ
に
本
校
出
身
だ
と
か
、
分

校
出
身
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
自
治
会
活
動
の
集
会

長
に
は
、
旧
制
の
府
立
北
野
中
学
校
で
長
年
国
漢
を
担
当
し
て

お
ら
れ
た
平
田
泰
雄
先
生

(
S
2
2
・
4
・
1
E
3
2
4
・
3
・

3
1
一
中
賛
歌
の
作
詞
者
)
が
、
就
任
さ
れ
、

二
年
後
に
は
、

同
じ
く
北
野
中
学
で
長
く
英
語
を
教
え
て
お
ら
れ
た
水
鳥
喜
平

先
生
が
就
任
さ
れ
た
。

当
時
の
教
諭
や
講
師
の
先
生
方
に
は
、
後
に
吹
田
市
長
と
な

ら
れ
た
山
口
富
次
郎
先
生
、
後
に
芸
術
院
会
員
・
文
化
勲
章
受

章
者
と
な
ら
れ
た
書
道
の
村
上
三
島
先
生
、
垂
水
神
社
宮
司

竹
内
梅
吉
先
生
、
後
の
天
満
宮
宮
司
寺
井
種
茂
先
生
、
後
の

相
愛
音
楽
大
学
教
授
仲
芳
樹
先
生
(
一
中
賛
歌
の
作
曲
者
)
と

い
っ
た
立
派
な
先
生
方
が
多
数
名

を
連
ね
て
お
ら
れ
た
。

一
方
、
若

い
先
生
方
は
、
旧
制
高
等
学
校
や

大
学
を
卒
業
さ
れ
た
ば
か
り
の
方

や
、
大
学
在
籍
中
と
い
っ
た
方
ま

で
学
歴
や
職
歴
は
ま
ち
ま
ち
だ
っ

た
が
、
我
々
新
入
生
は
、
開
校
後

ま
だ
日
の
浅
い
新
制
中
学
の
校
内

で
、
若
い
先
生
か
ら
は
若
々
し
い

元
気
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取
っ

て
い
た
と
思
う
。

旧校舎の渡り廊下昭和38年(1963)
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や
、
文
化
祭
な
ど
の
行
事
練
習
に
は
、
分
校
か
ら
本
校
に
行
か

ね
ば
な
ら
ず
、
分
校
か
ら
の
到
着
が
遅
い
と
大
変
に
叱
ら
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
分
校
か
ら
本
校
ま
で
、
ま
と
も
に
歩
い
て
三

十
分
は
掛
か
っ
た
と
思
う
。

と
に
か
く
、
我
々
分
校
生
は
、
千
里
山
線
の
吹
田
駅
か
ら
本

校
の
あ
っ
た
吹
田
第
一
小
学
校
の
校
庭
を
通
り
抜
け
、
旭
町
な

ど
吹
田
市
内
の
大
通
り
を
横
断
し
、
京
都
線
を
走
る
電
車
の
見

え
た
相
川
駅
に
近
い
吹
田
第
三
小
学
校
ま
で
徒
歩
通
学
し
た
。

今
考
え
て
も
あ
の
遠
い
道
の
り
を
、
文
句
も
言
わ
ず
に
よ
く
歩

い
た
も
の
だ
と
思
う
。

そ
の
当
時
、
生
徒
会
の
組
織
作
り
や
、
民
主
的
な
生
徒
会
活

動
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
講
習
会
な
ど
が

G
-
H
・
Q
の
主
催
で
何
度
か

T
j
J

脇
島
額
一
-一
白

聞

か

れ

、

各

中

学

校

か

ら

の

代

蝿

悶

腰

表
が
集
め
ら
れ
た
。
私
も
そ
う

叱
持
、白
持

し
た
講
演
・
講
習
会
に
何
度
か

d
v幽
初

参

加

し

た

経

験

を

持

つ

が

、

六

・

寝

静
幽
昭

、一語
圏
舎

三
制
に
対
す
る
G
・
H
・
Q
の

・

羽
副
校

影
響
力
の
大
き
さ
を
、
中
学
生

¥4
V
)
寝
泊

〉
、

，JF
1

な
り
に
も
強
く
感
じ
た
こ
と
で

ィ
J
-

見

'
t
-
‘h
d
 

あ
っ
た
。

-

b
J
1
e

か

1
4
4
、
空
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島
学
園
千
里
山
中
学
校
校
舎
へ
の

移
転
で
迎
え
た
三
年
生
の
日
々

。
移
転
後
の
校
内
事
情。

昭
和
二
十
四
年
四
月
、

三
年
進
学
と
共
に
、
私
達
は
私
立
千

里
山
中
学
校
が
使
用
し
て
い
た
校
舎
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
年
生
を
分
校
で
過
ご
し
た
私
に
と
っ
て
は
、
三
度
目
と
な
る

校
舎
移
転
だ
っ
た
。
吹
田
市
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
『
小
学
校
で
の

間
借
り
、
そ
の
上
本
校
と
分
教
場
で
の
不
便
な
施
設
状
況
を
解

消
す
べ
く
、
当
時
吹
田
市
佐
井
寺
に
経
営
さ
れ
て
い
た
私
立
千

里
山
中
学
校
が
経
営
難
を
理
由
に
吹
田
市
に
買
収
し
て
ほ
し
い

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
校
舎
不
足
の
吹
田
市
も
こ
れ
に
応

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
』
と
あ
る
よ
う
に
、
困
難
な
交
渉
の
過
程

を
経
て
、
前
年
十
二
月
二
十
四
日
に
、
吹
田
市
と
島
学
園
千
里

山
中
学
校
理
事
長
島
安
兵
衛
氏
と
の
間
で
、
学
校
土
地
建
物
等

の
売
買
契
約
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

我
々
も
「
晴
れ
て
独
立
校
舎
へ
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た

答

部
授
業
問
題
に
対
し
て
市
役
所
は
、
そ
の
責
任
に
対
し
て
、
如
何
な

る
対
策
を
お
た
て
で
す
か
、
可
能
性
の
問
題
を
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

諸
君
の
お
困
り
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
、
地
な
ら
し
そ
の
他
材
料

の
治
、
現
在
迄
延
び
た
の
は
い
た
し
方
な
い
現
在
、
問
機
蘭
の
方
に

+
三
教
室
を
増
集
中
で
、
工
事
は
急
速
度
に
進
展
し
て
い
る
か
ら
決

し
て
心
配
し
て
下
さ
る
な
。
少
な
く
と
も
ニ
学
期
か
ら
二
部
授
業
は

解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
本
枝
分
校
は
必
至
で
す
か
、
前
の
生
徒
代
表
に
は
そ

う
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
が
っ
・

今
の
と
こ
ろ
そ
う
な
る
よ
り
し
か
た
が
な
い
と
思
う
。
将
来
干
高

校
舎
は
一
中
の
も
の
に
な
る
の
は
当
然
だ
が
現
在
の
所
千
高
は
併
置

中
学
共
+
七
学
級
で
、
運
動
場
が
狭
い
し
、
か
つ
運
動
部
が
活
置
し

て
い
る
し
、
今
急
に
あ
る
校
舎
か
ら
は
干
高
を
峰
離
れ
さ
せ
る
こ
と
は

ど
う
か
と
思
う
の
で
、
ま
ず
一
中
に
行
っ
て
も
ら
う
よ
り
し
か
た
が

な

L運
動
場
の
せ
ま
い
の
は
一
中
で
も
同
じ
で
す
よ
。
そ
ん
な
こ
と
は

理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。
次
に
あ
る
人
か
ら
聞
い
た
ん
で
す
が
此
の
前

助
役
さ
ん
が
子
高
へ
行
か
れ
た
時
千
高
は
絶
対
桜
蘭
の
方
は
や
ら
な

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
が
事
実
で
す
か
?

こ
こ
で
記
者
は
つ
め
よ
っ
た
。

問筈問

が
、
現
実
は
二
つ
の
学
校
の
同
居
で
、
私
達
の
二
階
の
教
室
か

ら
見
え
る
向
か
い
側
の
校
舎
に
は
、
別
の
学
校
の
人
達
が
見
え

る
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
の
新
制
高
校
の
発
足

に
伴
っ
て
千
里
山
中
学
校
は
千
里
山
高
等
学
校
と
な
り
、
生
徒

も
そ
の
ま
ま
在
籍
し
て
い
た
わ
け
で
、
吹
田

一
中
が
移
転
し
て

も、

一
中
が
使
え
る
教
室
の
数
が
限
ら
れ
て
い
た
の
が
実
情
だ

っ
た
。こ

こ
に
転
載
す
る
昭
和
二
十
四
年
七
月
三
十
日
付

一
中
新
聞

五
号
の
記
事
は
、
新
聞
部
顧
問
亀
田
芳

一
先
生
と
四
人
の
新
聞

部
員
が
吹
田
市
役
所
を
訪
れ
、

二
つ
の
学
校
の
同
居
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
る
不
都
合
を
解
消
す
る
た
め
の
吹
田
市
の
施
策
に
つ

い
て
小
川
助
役
に
問
い
正
し
て
い
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
あ

る
。
こ
の
記
事
に
は
、
当
時
の
二
部
授
業
へ
の
不
満
、
校
舎
の

破
損
状
況
の
ひ
ど
さ
、
限
ら
れ
た
教
室
や
運
動
場
使
用
の
際
の

制
限
に
対
す
る
不
満
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
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一
中
新
聞
よ
り
転
臓
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

ニ
飾
捜
業
解
消
は
新
学
期

問

本
日
私
が
訪
れ
ま
し
た
の
は
外
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
校
舎
問
題

の
前
途
で
あ
り
ま
す
が
、
五
月
末
に
解
消
す
る
と
い
っ
て
い
た
、
ニ

答

い
や
そ
ん
な
事
は
云
っ
て
い
な
い
。
云
っ
た
と
し
て
も
近
い
う
ち

に
干
高
を
桜
蘭
の
方
へ
は
や
ら
な
い
と
云
っ
た
程
度
で
し
ょ
う
。

と
軽
く
鋭
砲
を
さ
け
て
、
さ
ら
に
続
け
て
、

P

・
T
-
A
か
ら
も
よ
く
苦
情
が
出
る
の
で
す
が
、
此
れ
も
千
高
の

P

・
T
-
A
と
よ
く
話
し
合
っ
て
合
理
的
に
解
決
し
て
欲
し
い
。
若

し
話
し
合
い
が
つ
け
ぽ
市
役
所
は
話
に
乗
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

教
室
に
面
し
た
所
に
入
口
の
あ
る
干
高
部
屋
が
あ
っ
て
授
業
中
下

駄
を
は
い
て
入
っ
て
困
る
。

そ
う
云
う
事
は
学
校
内
部
で
解
決
し
て
欲
し
い
。

次
に
新
運
動
場
は
干
高
の
お
に
改
良
さ
れ
た
の
で
す
か
。

ど
ち
ら
の
為
と
も
思
っ
て
い
な
い
。

干
高
は
あ
そ
こ
に
野
球
場
立
入
禁
止
な
る
立
札
を
立
て
て
あ
り
ま

す
が
、
蓑
々
は
子
高
の
ゐ
に
市
役
所
の
特
別
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
。

そ
ん
な
こ
と
は
学
校
肉
で
話
し
合
っ
て
欲
し
い
。
こ
ち
ら
か
ら
ど

う
せ
い
と
も
云
わ
な
い
。
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問問答問答答

校
舎
修
理
に
対
す
る
市
役
所
の
責
任
追
及

よ
う
や
く
に
し
て
気
を
取
り
も
ど
し
た
蓑
々
記
者
団
は
破
損
校
舎
の
修

繕
に
つ
い
て
一
聞
を
か
わ
し
た
。



間

丘
の
よ
に
あ
る
四
教
室
の
壁
は
破
損
し
作
品
展
示
さ
へ
も
張
れ
な

い
状
態
で
す
。
又
一
年
の
あ
る
組
で
は
南
が
降
る
と
水
が
ど
ん
ど
ん

も
っ
て
屋
緩
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。
市
役

所
は
修
繕
す
る
す
る
と
云
っ
て
い
る
が
一
体
何
時
す
る
の
で
す
か
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
で
霞
計
中
で
予
算
百
九
十
数
万
円

も
す
で
に
市
会
を
通
過
し
、
股
針
の
終
わ
り
次
第
に
工
事
に
着
手
す

る
が
、
南
も
り
の
方
は
雨
期
に
あ
っ
た
の
で
そ
れ
は
仕
方
な
か
っ
た

の
で
す
。
こ
の
恵
に
つ
い
て
は
建
築
課
長
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
助
役
さ
ん
は
、
建
築
謀
畳
を
呼
ん
で
ζ

ら
れ
た
。

此
の
方
が
建
築
謀
長
さ
ん
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

筈助
役

記
者

間
(
建
築
謀
長
)
こ
の
前
の
視
察
で
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
何
し

ろ
雨
期
で
工
事
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
此
の
休
中
に
は
物

理
室
を
女
子
便
所
に
、
新
に
化
学
室
を
作
っ
た
り
墜
を
ぬ
り
か
え
た

り
、
天
井
を
な
お
し
た
り
、
必
ず
や
り
ま
す
。
南
も
り
は
現
在
樋
が

落
葉
で
ふ
さ
が
っ
て
い
る
の
で
南
氷
の
挫
傷
水
に
特
別
考
慮
し
ま
し
ょ

う
。
ど
う
か
安
心
し
て
勉
強
し
て
下
さ
い
。

私
の
記
憶
も
定
か
で
な
い
が
、
多
分
三
年
生
の
二
学
期
か
ら
同

居
も
解
消
し
、
運
動
場
も
校
庭
か
ら
一
段
下
が
っ
た
運
動
場
と

道
を
隔
て
た
第
二
運
動
場
と
広
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

ル」因子フ。

二
代
目
校
長
(
注
)
と
し
て
水
島
喜
平
先
生
が
着
任

(
S

2
4
・
1
0
・
3
1
1
3
6
・
3
・
-
)
さ
れ
た
頃
か
ら
は
、

校
内
の
雰
囲
気
も
落
着
き
始
め
、
吹
田

一
中
と
し
て
の

一
体
感

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
月
日
を
経
て
昭
和

二
十
五
年
三
月
に
、
私
達
二
期
生
は
吹
田
第

一
中
学
校
を
卒
業

し
て
行
っ
た
。

(
注
)
吹
田
市
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
2
4
年
よ
り
千
里
山
高
校
を
市

に
移
管
し
、
吹
田
市
立
千
里
山
高
校
と
し
て
経
営
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
(
結
局
一
年
だ
け
)
。
こ
の
間
、
吹
田
市
立
千
里
山
高
校
吉
田
安

治
郎
校
長
が
吹
田

一
中
の
学
校
長
を
兼
ね

(
S
2
4
・
3
・
3
1
1

2
4
・
1
0
・
3
1
)
『
高
校
の
教
頭
と

一
中
の
教
頭
が
並
存
し
職
員

室
も
二
つ
に
仕
切
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
勤
務
す
る
と
い
う
全
く

変
速
的
な
学
校
遷
営
が
行
わ
れ
た
』
時
期
も
あ
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
私
達
の
中
学
生
時
代
は
、
校
舎
も
設
備

も
不
自
由
な
中
で
の
日
々
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
ま
だ
ま
だ
物

。
ニ
枝
問
居
の
解
消
に
向
け
た
吹
田
市
の
取
組。

一
方
吹
田
市
で
は
こ
の
間
に
、
吹
田

一
中
の
独
立
校
舎
の
確

保
と
新
制
千
里
山
高
校
の
生
徒
の
受
け
入
れ
の
た
め
に
新
し
い

府
立
高
校
の
建
設
を
求
め
る
誘
致
運
動
を
展
開
し
、
昭
和
二
十

五
年
開
校
の
段
取
り
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
て
い
た
。

し
か
し
、
千
里
山
高
校
の
生
徒
の
受
け
入
れ
問
題
は
う
ま
く

進
ま
ず
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
事

態
を
打
開
す
る
た
め
に
、
吹
田
市
教
育
委
員
会
が
府
教
育
委
員

会
と
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
府
下
全
域
か
ら
通
学
し
て
い
た
千

里
山
高
校
の
生
徒
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
の
府
立
高
校
に
編
入

学
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、

二

校
同
居
の
問
題
は
解
決
し
、
吹
田

一
中
が
独
立
の
校
舎
を
得
る

道
が
開
け
た
の
で
あ
っ
た
。
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。
独
立
校
舎
を
得
て。

我
々
吹
田
第

一
中
学
校
の
生
徒
が
、
い
つ
頃
か
ら
独
立
校
舎

を
得
て
制
限
な
し
に
校
舎
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

資
の
不
足
を
感
じ
る
世
の
中
だ
っ
た
の
で
、
特
に
不
満
も
感
じ

な
い
で
過
ご
し
て
い
た
と
思
う
。
逆
に
、
戦
時
中
の
体
験
も
含

め
て
大
変
な
時
代
を
無
事
に
過
ご
し
、
色
々
と
得
難
い
経
験
を

さ
せ
て
貰
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
も
持
っ
て
い
る
。

吹
田
第

一
中
学
校
は
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
に
千
里
山
西
二

丁
目
の
新
校
舎
に
移
り
、
発
展
の
歴
史
を
重
ね
て
い
る
。
平
成

八
年
に
は
創
立
五
十
年
を
祝
い
、
本
年
は
創
立
六
十
六
年
目
に

当
た
る
。
私
達
が
過
ご
し
た
創
立
当
初
の
三
年
間
も
、
そ
の
後

の
歴
史
を
築
く
基
と
な
っ
た
と
思
う
と
感
慨
深
く
感
じ
る
。
こ

の
記
事
を
通
じ
て
、
創
立
前
後
の
数
年
間
に
は
、
多
く
の
方
々

の
ご
苦
労
や
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
と

思
っ
て
い
る
。
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あ
と
が
き

今
回
の
原
稿
を
書
く
に
当
た
っ
て
色
ん
な
資
料
に
も
目
を
通

し
た
結
果
、
六
・

三

・
三
制
の
急
速
な
実
施
に
伴
う
財
政
難
は

も
と
よ
り
、
困
難
な
諸
問
題
の
多
さ
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に

す
る
と
共
に
、
吹
田
市
の
教
育
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労

に
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。

一
方
、
将
来
廃
校
に
向
う
と
い
う
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た



千
里
山
学
園
在
籍
者
の
ご
心
情
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
当
時
千

里
山
高
校
二
年
生
で
生
徒
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
林
晴
彦
様

に
お
伺
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
林
様
の
お
父
上
、
林
良
二
氏

は
当
時
吹
田
市
市
会
議
員
で
議
会
の
要
請
を
受
け
、
千
里
山
学

園
の
校
舎
買
収
の
任
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
た
。
頂
い
た
お
手
紙

に
は
、
売
却
を
進
め
る
側
と
、
学
園
の
存
続
を
願
う
側
に
立
っ

て
お
互
い
に
辛
い
葛
藤
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
心
の
痛

む
思
い
で
あ
っ
た
。
(
林
晴
彦
様
は
そ
の
後
平
成
二
十
二
年
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
伺
い
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
お
手
紙
を
下
さ
っ
た
ご
親
切
に
対
し
て
、
改

め
て
こ
こ
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
た
い
と
思
う
。
)

記
事
の
中
に
転
載
し
た
ご
中
新
聞
」
は
、
同
期
生
の
方
が
大

事
に
残
し
て
お
ら
れ
た
も
の
で
、

一
昨
年
箕
面
で
開
催
さ
れ
た

二
期
生
の
同
窓
会
の
折
に
、
コ
ピ
ー
し
て
出
席
者
全
員
に
配
っ

て
下
さ
っ
た
。
新
聞
は
四
頁
か
ら
成
り
内
容
も
豊
富
で
(
学
校

だ
よ
り
、
時
の
言
葉
の
解
説
、
論
説
、
生
徒
の
作
文
、
研
究
作

品
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
な
ど
て
千
里
山
中
学
の
校
舎
に
移
っ

て
ま
だ
落
ち
着
か
ず
、
部
室
の
使
用
も
限
ら
れ
て
い
た
頃
に
、

新
聞
部
が
こ
れ
だ
け
の
新
聞
を
作
る
た
め
に
立
派
な
活
動
を
し

て
い
た
事
実
に
感
心
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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